
■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

総
務
課

経営健全化のための取り組み A
診療報酬改定へ適切な
対応を図りながら、健全
経営の継続を目指す。

経常利益の確保 年度末
経常収支比率
101.0％

・収益の確保
新入院の確保、施設基準取得に
向けたマンパワーマネージメント
の実施
・医業費用の抑制
薬品、材料、光熱水費等医療の
提供に必要な費用の低コスト運
営

8月末収支状況
経常収支比率　103.3％
入院患者数の減、人件費増、費
用増はあるものの外来収益・材
料費の減により、64,166千円の
純利益。(H29 146,707千円 △
82,541千円）
毎月、事務局会議を開催し、入
りと出の状況について情報共有
を図った。

入院患者数増への取組強化
・現状、原因の分析実施
・薬品、材料、光熱水費等医療
の提供に必要な費用の低コスト
運営及び事務局会議の継続。

2月末収支状況
経常収支比率　100.8％
入院患者数の減、人件費増、費
用増はあるものの外来収益・材
料費の減により、37,329千円の
純利益。(H29 135,021千円 △
97,692千円）
毎月、事務局会議を開催し、入
りと出の状況について情報共有
を図った。

診療報酬改定情報を的確に把握
し、当院に有利な基準の取得に努
めた。
昨年度より、入院患者の大幅な減
があったものの外来患者数の伸
び、地域包括ケア病棟への有効な
ベッドコントロールの実施、経費削
減の取組等について実施した。

入院患者数の減、人件費の増、重油・
電気料の単価増があったものの黒字
決算になる模様である。

重
点
取
組
①

総
務
係

働きやすい職場環境の構築 A

仕事をしやすい、働き甲
斐のある職場にするた
め、職員を大事にする政
策を進める。

看護師の減少や業務
の多様化により、一
人あたりの業務量が
増え高ストレス者が
増加していると思わ
れる。また、全国的に
医師の業務量が増え
ていることも問題に
なっている。

平成３０年度末まで

・院内保育所設置等の検討
・看護師５名の増員
・医師の適正な勤務時間の
管理
・高ストレス者の丁寧なフォ
ロー体制の整備

・子育て支援課との院内保育所
設置についての協議
・看護師養成施設等へ訪問し募
集案内、奨学金制度を説明
・就職説明会、企業説明会への
積極的な参加や職員募集用のＨ
Ｐの改修
・各部署に必要な適正な人員の
確保
・医師の勤怠管理の整備及び時
間外勤務削減に向けた業務改
善

・看護系大学主催の就職説明会
に参加
・働きやすい職場づくり検討会の
実施
・ストレスチェックの実施
・勤務時間把握のためＩＣカード
認証による出退勤管理システム
を今年度中に導入

・就職説明会用の配布資料を新
たに作成し、受験者増員につな
がるようわかりやすい説明を目
指す
・出退勤管理システムの細かい
運用について検討
・院内保育所設置に向け、設置
箇所等の決定を目指す

・看護師6名の増員
・勤務時間把握のためのＩＣカー
ド認証による出退勤管理システ
ムを導入
・働きやすい職場づくり検討会、
全職員を対象にしたアンケート
調査を実施

・就職説明会用の配布資料を更
新。
・出退勤管理システムの導入に伴
い、システムの運用方法等の周知
を細かく行った。
・院内保育所設置について、全職
員を対象にしたアンケート調査を
実施。

・看護師増員に伴い、今後、勤務軽減
が図れる。
・出退勤システムの導入により、職員
の出退勤時間の把握が可能になっ
た。
・院内保育所設置検討に向けた様々
な意見を集約することができた。

重
点
取
組
①

企
画
係

臨床研修医の確保 Ａ 研修医のフルマッチ
臨床研修プログラム
の定員４名

平成30年度中 ４名

・地元秋田大学の他、隣県大学
等の説明会に参加
・レジナビやレジフェアなど合同
説明会への参加

医学生勧誘事業への積極的な
参加
5/27 レジフェア東京(水道橋）
6/ 2 青森県医師臨床研修合同
説明会（弘前大学）
6/29 病院独自説明会（秋田市）
7/15 レジナビ東京（東京ビッグ
サイト）
9/ 7　秋田県臨床研修病院合同
説明会（秋田大学）
9/27　レジナビ名古屋（名古屋
市）

現在、来年度臨床研修医マッチ
ング希望者２人確保。

研修今後の医学生勧誘事業参
加予定
10/28 レジナビ仙台（仙台市）
2月  　秋田県臨床研修病院合
同説明会（秋田市）

・２名の研修医をマッチングによ
り
　採用

　加えて、秋大医学部付属病院
より２年目の研修医が派遣され
ることに。

また、各種医学生勧誘事業に積
極的に取り組んだ結果、病院見
学希望学生の増につながった。

医学生勧誘事業への積極的な参
加

10/28 レジナビ仙台（仙台市）
2/8　秋田県臨床研修病院合同説
明
3/10　レジナビスプリング東京

初期研修医のフルマッチとはならな
かったものの、各種医学生勧誘イベン
トに積極的に参加することで、病院見
学希望学生の増につながった。

重
点
取
組
③

管
財
係

診療材料・薬品納入価格の適正
化

Ａ
診療材料・薬品納入価
格

診療報酬改定に伴う
材料価格・薬価額の
下落

年度末
他医療機関とのベンチマーク
分析による平均値

各ベンチマークシステムへの登
録と分析の実施

診療材料及び薬剤のベンチマー
クシステム実績を参考にした本
年度価格交渉の実施。

平成30年度契約価格のベンチ
マークシステムへの登録及び分
析結果も基づいた再価格交渉。

ベンチマークシステムを利用して
薬剤・診療材料の価格交渉を行
い、経費削減に努めた。

各ベンチマークシステムへのデー
タ登録及びデータ活用に関する研
修会への積極的な参加。

診療報酬改定に伴い、薬価額の引き
下げもあったため、厳しい価格交渉と
なった。薬品については、10月より卸
統合により１社減となった。

重
点
取
組
④

施
設
係

施設整備計画の策定 A

良質な医療の提供と患
者サービスの向上を目
的とした、施設設備の改
修・更新の基本計画を策
定する。

施設設備の改修・更
新計画の一部が未決
定

平成30年度中
・施設設備の改修・更新計画
の決定
・基本設計の完成

・施設整備基本計画策定委員会
での計画決定
・基本設計業務委託契約の締結

・委員会の開催10回
・施設設備の改修及び更新につ
いての基本計画が決定。

・設計業者による概算事業費の
積算
・概算事業費をもとに計画範囲
の再調整、事業内容の精査

・施設整備基本計画（概算事業
費の積算含む）の策定が完了。
・基本設計業務委託の契約に至
らず、次年度へ持ち越しなった。

・委員会を16回開催し、基本計画
の方向性を協議した。
・設計業者へ基本計画策定業務を
委託

・施設整備基本計画の策定が年度内
に完了することができたが、基本計画
の方向性の協議に時間がかかり、基
本設計業務委託の契約に至らなかっ
た。

市立横手病院　総務課 組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標達成の状況【output・input】目標に対する活動（上半期レビュー）目標の内容



■平成30年度

成果分析【outcome】

目標指標の内容 目標の基準値 目標達成時期 目標値 目標達成のための具体的方法 【　現　状　】 【ギャップと対策】 ①達成値・実績値 ②取組・行動内容 ③目標達成による成果

（何を）
（目標設定時の状態・
比較実績）

（いつまでに）
（どの水準までどうする･達成
後の状態）

(具体的な取組・行動の内容・ス
ケジュールの概要など)

上期(4月～9月)の取組実績
(具体的活動・行動)

下期(10月～3月)に向けた課題と
取組の予定(具体的活動･行動)

（目標の達成状況・
現在の状態）

(目標達成のために
行った取組・行動)

(目標の達成による効果、
目標達成できなかった事由)

業
務
改
善
取
組
①

医
事
課

　経営健全化のための取り組み Ｂ

　平成30年度診療報酬
改定を踏まえて、医療の
質の向上及び収益確保
に結び付く適切な施設基
準、診療報酬加算等の
確保

　急性期一般入院基
本料等の確保及び各
種診療報酬加算の取
得

　平成31年3月末

　期首に確保している基本料
や加算等の確保及び期間内
における加算項目の取得又
は取得準備

　急性期病院としての看護基準
等の確保に関するデータの提供
及び加算項目の取得に必要な
要件等の調査、分析、報告

　急性期一般入院基本料Ⅰにつ
いては上半期において確保する
とともに医療安全対策地域連携
加算Ⅰ等の取得をした

　引き続き、入院基本料等の確
保に努めるとともに、更なる加算
取得等に向けての必要要件の
調査、分析等を進める

　急性期一般入院基本料Ⅰにつ
いてはおいて通年で確保すると
ともに医療安全対策地域連携加
算Ⅰ等の取得をした

データの提供及び加算項目の取
得に必要な要件等の調査、分析、
報告等を関係部署と共同して行っ
た

基本料や加算等についてほぼ確保で
きたがマンパワーの確保等の課題も
あり、継続していく加算項目もあった

重
点
取
組
①

医
事
課

　安全で質の高い医療の提供① Ｂ

　チーム医療の充実や
強化を図り、良質な医療
の提供を目指して、医療
事務担当として積極的に
関わる

　入退院支援の強化
を図るため、外来から
入院、退院という流れ
に多職種で連携を充
実・強化する

平成31年3月末
　入退院支援加算及び入院
時支援加算を算定できるよう
に多職種での連携を図る

　現状分析と必要な施設基準等
を確認し、多職種によるWGによ
る取得に向けた検討・準備を行
う

　入退院支援加算については準
備を進め、加算Ⅱについては7
月1日より算定開始した。入院時
支援加算については専従職員
の配置等の関係から引き続き、
検討、分析を行った。

　引き続き、加算取得等に向け
ての多職種による必要要件の調
査、分析等を進める

　入退院支援加算については準
備を進め、加算Ⅱについては7
月1日より算定開始した。入院時
支援加算については専従職員
の配置等の関係から対費用効
果が見込めないために取得を見
送ることとした

　加算取得等に向けての多職種に
よる必要要件の調査、分析等を進
めた

診療報酬改定の内容をよく検討し、ま
た院内データ等から収益確保の点も
踏まえて対応できた

重
点
取
組
②

医
事
課

　安全で質の高い医療の提供② Ｂ

　わかりやすい診療実績
等の積極的な発信によ
り、地域の人々に信頼さ
れる病院を目指す

　診療実績や臨床指
標等の公表を行うと
ともに分析を行う

　平成31年3月末

　診療実績等について適切
に集計し、統計的なデータと
して公表する。また、他の医
療機関とのベンチマークを行
えるようことを目指す

　診療情報に関わるシステム等
を活用し、データ収集・分析を行
うとともにHP上でも公表する

　国で指定した診療実績・臨床
指標等については9/28付でHP
上で公開した。また、院内におけ
る活用を図れるように努めた

引き続き、適切にデータを集計
し、分析することで安全で質の高
い医療の提供に資するとともに
公表に努めていく

　国で指定した診療実績・臨床
指標等については9/28付でHP
上で公開し、他の指標等は院内
における活用を図れるように努
めた

　安全で質の高い医療の提供に資
するため適切にデータを集計し、
分析を進めた

国の指定した指標は公表できたが、
他の医療機関とベンチマークを行える
までのデータ等の加工には至らなかっ
た

重
点
取
組
③

医
事
課

　地域包括ケア推進のための取
り組み

Ｂ

　退院困難な患者さんを
支援することや地域包括
ケア病棟の適切な運用
を行い、在宅復帰への
支援を行う

・平均在院日数12日
・在宅復帰率70％以
上

　年間を通じて
・平均在院日数12日
・在宅復帰率90％以上

　退院支援委員会（月1回）及び
退院調整会議（週1回）の開催及
び退院先である福祉介護施設職
員との研修会の開催を通じて顔
の見える連携の推進を図る

　退院支援委員会6回、退院調
整会議を25回開催した。福祉介
護職員向け研修会は9/14に開
催し、34施設58名の参加を頂い
た

引き続き、退院支援委員会及び
退院調整会議を定期的に開催
するとともに平均在院日数及び
在宅復帰率の目標値を達成する

　退院支援委員会12回、退院調
整会議を49回開催した。福祉介
護職員向け研修会は9/14に開
催し、34施設58名の参加。年間
の平均在院日数はほぼ12日、在
宅復帰率も90％を上回った

退院支援委員会及び退院調整会
議を定期的に開催して目標値の達
成を図った

平均在院日数はほぼ目標値の水準を
確保、在宅復帰率は90％を年間通じ
て確保でき、地域包括ケアの循環に
貢献できた

重
点
取
組
④

医
事
課

　地域医療連携の更なる推進 Ｂ
　紹介・逆紹介患者さん
の増加

　対前年比で増加を
目指す

　年間を通じて
　対前年比、紹介で100人、
逆紹介で50人以上の増加を
目指す

・広報誌の発行
・診療所訪問（7・12月）
・地域医療連携セミナーの開催
等

広報誌「かじか第14号」を発行。
7月には診療所51ヶ所の訪問を
実施した。紹介患者数は上半期
で1678人（前年同期比76名減）、
逆紹介は1288名（42名増）となっ
た

地域医療連携セミナーを11/7に
予定。また12月に診療所訪問を
予定している。紹介患者が上半
期で前年割れであり、年間では
増加となるように努めていく

　紹介患者数及び逆紹介患者数
は前年より上回ることが見込ま
れる

　広報誌「かじか第14号」を発行。
7・12月には診療所訪問を実施し
た。地域医療連携セミナーは11/7
に開催した。

　地域の医療機関と連携し、地域の患
者さんの医療を支える役目を果たすこ
とだできた

組織目標管理シート

№ 課室
所名

目標項目
難易度
(ABC)

目標の内容

市立横手病院　医事課

目標に対する活動（上半期レビュー） 目標達成の状況【output・input】


